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 要  旨  
 
 現在、製品レベルにあるプラズマディスプレイ(PDP)の白色発光効率は
約2.2 lm/Wであり、CRT(5 lm/W)と比較して低い。PDPが市場により普及す
るためには、低消費電力化が不可欠であり、発光効率の改善が重要な課題
となっている。  
 高発光効率を得る手段として、通常、製品では10%程度である封入ガス
中のXeの分圧を高くすると、発光効率が上昇することが報告されている。
しかし、放電開始電圧が上昇してしまうというデメリットもある。また、
Ne-Xe(30%)程度のパネルでは、駆動周波数を高くすることにより、低電圧
で高発光効率が得られるということが知られている。  
本研究では、特にまだしられていないNe-Xe(50%)以上の高Xe分圧パネル
に重点をおき、各Xe分圧でアドレスしている状態で発光効率を調べ、最適
な駆動周波数と駆動電圧を見つけた。これにより、高Xe分圧では有効であ
ると考えられていた高周波数駆動で、輝度の飽和がより顕著に見られるこ
とが分かった。よって、Ne-Xe(70%)以上の高Xe分圧パネルにおいては、駆
動周波数を上げすぎることで、発光効率がより低下してしまうということ
が分かった。  
そこで、さらなる高発光効率化を図るため、放電メカニズムの解明を行
った。その結果、高Xe分圧パネルにおいては、駆動周波数を上げることに
よる放電の成長の促進に限界があることが分かり、駆動周波数を上げるこ
とでは低電圧化しかできず、発光効率の向上を狙う最善の方法でないこと
が分かった。また、低Xe分圧パネルで、低周波・低電圧下において高発光
効率が得られていることに着目し、この条件下での放電の様子を観察した
ところ、微弱放電が長い時間流れ続けている放電状態になっていることが
分かった。さらに、高Xe分圧パネルでは、今までの矩形波による駆動では
このような放電特性にならないことが分かった。そこで、高Xe分圧下で微
弱放電が起こるように、ランプ波形を用い印加電圧の立ち上がりスピード
を制御し、駆動周波数50kHz、駆動電圧320V、立ち上がり電圧80V/µsで駆
動したところ、緑色発光効率が7.9 lm/Wとなり、矩形波を用いた場合の1.8
倍の発光効率を得ることができた。これにより、高Xe分圧パネルにおいて
微弱放電を起こすことにより、さらなる発光効率の改善をすることに成功
した。  
 
